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1.  平成23年6月期第3四半期の連結業績（平成22年7月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期第3四半期 3,811 3.3 △10 ― △61 ― △107 ―
22年6月期第3四半期 3,688 9.2 △7 ― △107 ― △123 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年6月期第3四半期 △154.63 ―
22年6月期第3四半期 △206.80 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期第3四半期 2,683 96 3.6 129.76
22年6月期 2,477 94 3.8 157.97

（参考） 自己資本   23年6月期第3四半期  96百万円 22年6月期  94百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年6月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年6月期 ― 0.00 ―
23年6月期 

（予想） 0.00 0.00

3.  平成23年6月期の連結業績予想（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,084 3.0 10 ― △48 ― △95 ― △134.58



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期3Q 791,000株 22年6月期  644,500株
② 期末自己株式数 23年6月期3Q  48,563株 22年6月期  48,563株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年6月期3Q 693,781株 22年6月期3Q 595,969株



1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 ………………………………………… ２ 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………… ２ 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………… ２ 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………… ３ 

2. その他の情報 …………………………………………………………………………… ４ 

(1) 重要な子会社の異動の概要 ………………………………………………………… ４ 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………… ４ 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………… ４ 

3. 四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………… ５ 

(1) 四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………… ５ 

(2) 四半期連結損益計算書 ……………………………………………………………… ７ 

【第３四半期連結累計期間】 ………………………………………………………… ７ 

【第３四半期連結会計期間】 ………………………………………………………… ８ 

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………… ９ 

(4) 継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………… 10 

(5) セグメント情報 ……………………………………………………………………… 10 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………… 11 

  

○添付資料の目次

㈱イデアインターナショナル（3140）　平成23年６月期　第３四半期決算短信

1



当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気が緩やかな回復傾向を持続し、消費マインドも

改善の兆しが見られつつあったものの、３月11日の東日本大震災発生により経済活動は落ち込み、先行き

不安が強まっている状況となっています。 

当社グループではこうした環境の中、住関連ライフスタイル商品製造卸売事業においては、これまで売

上高の前年割れが続いていました専門店への販売は営業体制の見直しを行ったことなどにより前年同期を

上回る結果となりました。また、海外への販売はアジア向けの販売が好調に推移し売上高が前年同期比

190％超と引き続き高い伸びを見せました。しかし、ギフト・プレミアム関連への販売は前年獲得できた

大型OEM案件を獲得することができず、住関連ライフスタイル商品製造卸売事業の売上高が前年同期を大

きく下回ることとなりました。 

一方、住関連ライフスタイル商品小売事業においては、既存店売上高が１月、２月共に前年を上回る実

績で推移したものの、主要店舗が東日本大震災発生に伴う商業施設の休業及び営業時間短縮の影響を受

け、前年同期を下回る結果となりました。 

品種別の販売実績としてはオーガニックブランド「Biorista」、同じくオーガニックブランドとして当

期11月から発売した「Terracuore」が好調に推移し、オーガニック商品全体で前年同期を上回る結果を残

しました。 

以上の結果、売上高は3,811百万円(前年同期比3.3％増)、営業損失は10百万円、経常損失は61百万円、

四半期純損失は107百万円となりました。 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

住関連ライフスタイル商品製造卸売事業においては、前述のとおり専門店向け販売、海外向け販売が前

年同期に比べて伸長したものの、ギフト・プレミアム関連で前年の大型案件獲得の反動が大きく影響し、

売上高は2,320百万円、セグメント損失は79百万円となりました。 

住関連ライフスタイル商品小売事業においては、平成23年３月に世界初のターミナル型百貨店「博多阪

急」へインテリアギフトショップ「Idea Seventh Sense」と九州地区初進出となるオーガニックライフス

タイルショップ「Terracuore」を、同じく平成23年３月にリクルートの通販サービス「eyeco」とコラボ

レーションした初のリアルショップ「eyeco sense」を二子玉川駅直結の商業施設Dogwood Plazaに出店

し、売上高は1,473百万円、セグメント利益は69百万円となりました。 

その他においては、売上高16百万円となりました。 

  

１．財政状態の分析 

当第３四半期連結累計期間末における総資産の残高は、2,683百万円(前連結会計年度末は2,477百万円)

となり、206百万円増加しました。 

流動資産は、2,128百万円(前連結会計年度末は1,911百万円)となり、217百万円増加しました。これは

流動資産のその他の減少(23百万円)があったものの、商品及び製品の増加(212百万円)等があったことに

よるものであります。 

固定資産は、554百万円(前連結会計年度末は565百万円)となり、11百万円減少しました。これは新規出

店に伴う有形固定資産の増加(51百万円)があったものの、無形固定資産の減少(21百万円)及び投資その他

の資産の減少(41百万円)等があったことによるものであります。 

流動負債は、1,870百万円(前連結会計年度末は2,028百万円)となり、157百万円減少しました。これは

支払手形及び買掛金の増加(65百万円)があったものの、短期借入金の減少(124百万円)及びデリバティブ

債務の減少(115百万円)等があったことによるものであります。 

固定負債は、716百万円(前連結会計年度末は354百万円)となり、361百万円増加しました。これは役員

退職慰労引当金の減少(49百万円)があったものの、転換社債型新株予約権付社債(402百万円)の増加等が

あったことによるものであります。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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純資産は、96百万円(前連結会計年度末は94百万円)となり、2百万円増加しました。これは利益剰余金

の減少(107百万円)等があったものの、第三者割当増資による資本金の増加(50百万円)及び資本剰余金の

増加(50百万円)等があったことによるものであります。 

  

２．キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年

度末の残高322百万円に対して11百万円増加し、334百万円となりました。 

当第３四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであり

ます。 

営業活動の結果使用した資金は、248百万円（前年同四半期は58百万円の資金の獲得）となりまし

た。 

これは、減価償却費(83百万円)等の資金の増加があったものの、棚卸資産の増加(212百万円)及び

その他(123百万円)等の資金の減少があったことによるものであります。 

投資活動の結果使用した資金は、130百万円(前年同四半期は157百万円)となりました。 

これは、有形固定資産取得による支出(90百万円)による資金の減少及び敷金保証金の差入による支

出（22百万円）等による資金の減少があったことによるものであります。 

財務活動の結果得られた資金は、392百万円(前年同四半期は13百万円の資金使用)となりました。 

これは、短期借入金の純減(50百万円)及び長期借入金の純減(52百万円)等による資金の減少があっ

たものの、社債発行による収入(400百万円)及び株式の発行による収入(100百万円)による資金の増加

があったことによるものであります。 

  

平成23年６月期の連結業績予想につきましては、本日発表いたしました「営業外費用(為替差損)・特

別損失の発生及び平成23年６月期通期業績予想の修正並びに役員報酬減額に関するお知らせ」において

修正を行っております。 

 今後、当該連結業績予想に修正がある場合には速やかに開示してまいります。 

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結累計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度末に算出したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算出しております。 

  

①「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結累計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成

20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号

平成20年３月31日)を適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失は12百万円増加し、経常損失は12百万円増加

し、税金等調整前四半期純損失は43百万円増加しております。また、当会計基準の適用開始によ

り、投資その他の資産が25百万円減少しております。 

②税金費用の計算方法の変更 

税金費用については、法定実効税率をベースとした年間見積実効税率を用いて計算する四半期特

有の会計処理を採用しておりましたが、エレコム株式会社がその他関係会社となり、当該会社と会

計処理を統一するため、第１四半期連結累計期間より年度決算と同様の原則的な会計処理に変更し

ております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の四半期純損失は2百万円増加しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 334 322

受取手形及び売掛金（純額） 485 467

商品及び製品 1,041 828

原材料及び貯蔵品 0 0

その他 267 291

流動資産合計 2,128 1,911

固定資産

有形固定資産 257 206

無形固定資産 55 76

投資その他の資産 242 283

固定資産合計 554 565

資産合計 2,683 2,477

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 300 235

短期借入金 1,236 1,360

未払法人税等 4 7

引当金 32 18

デリバティブ債務 43 159

その他 253 247

流動負債合計 1,870 2,028

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 402 －

長期借入金 295 273

役員退職慰労引当金 － 49

その他 18 31

固定負債合計 716 354

負債合計 2,586 2,382
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 300 250

資本剰余金 238 188

利益剰余金 △379 △272

自己株式 △62 △62

株主資本合計 96 103

評価・換算差額等

繰延ヘッジ損益 － △9

評価・換算差額等合計 － △9

純資産合計 96 94

負債純資産合計 2,683 2,477
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成23年３月31日)

売上高 3,688 3,811

売上原価 1,935 2,011

売上総利益 1,753 1,800

返品調整引当金戻入額 7 6

返品調整引当金繰入額 6 5

差引売上総利益 1,753 1,801

販売費及び一般管理費 1,761 1,812

営業損失（△） △7 △10

営業外収益

デリバティブ評価益 － 99

その他 11 1

営業外収益合計 11 100

営業外費用

支払利息 22 23

為替差損 80 115

デリバティブ評価損 7 －

その他 1 11

営業外費用合計 111 151

経常損失（△） △107 △61

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 － 51

新株予約権戻入益 21 －

保険転換益 23 －

販売促進引当金戻入額 15 －

その他 0 0

特別利益合計 60 52

特別損失

固定資産除却損 16 32

減損損失 42 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 31

その他 － 7

特別損失合計 58 72

税金等調整前四半期純損失（△） △105 △80

法人税等 17 69

法人税等還付税額 － △42

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △107

四半期純損失（△） △123 △107
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【第３四半期連結会計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年３月31日)

売上高 1,242 1,204

売上原価 664 629

売上総利益 577 575

返品調整引当金戻入額 0 －

返品調整引当金繰入額 △1 △2

差引売上総利益 579 577

販売費及び一般管理費 581 598

営業損失（△） △2 △21

営業外収益

デリバティブ評価益 － 42

その他 0 0

営業外収益合計 0 42

営業外費用

支払利息 7 8

為替差損 36 25

デリバティブ評価損 △4 －

その他 0 1

営業外費用合計 40 34

経常損失（△） △42 △12

特別利益

固定資産売却益 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失

固定資産除却損 13 7

その他 － 7

特別損失合計 13 14

税金等調整前四半期純損失（△） △55 △26

法人税等 37 33

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △60

四半期純損失（△） △92 △60
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △105 △80

減価償却費 79 83

減損損失 42 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 43

販売促進引当金の増減額(△は減少) △23 1

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7 △49

支払利息 22 23

為替差損益（△は益） 1 2

売上債権の増減額（△は増加） △37 △18

たな卸資産の増減額（△は増加） 3 △212

仕入債務の増減額（△は減少） 118 65

その他 △24 △123

小計 85 △263

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △20 △22

法人税等の支払額 △6 △5

法人税等の還付額 － 42

営業活動によるキャッシュ・フロー 58 △248

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △93 △90

無形固定資産の取得による支出 △17 △4

敷金及び保証金の差入による支出 △45 △22

その他 △1 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △157 △130

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △150 △50

長期借入れによる収入 360 150

長期借入金の返済による支出 △218 △202

社債の発行による収入 － 400

株式の発行による収入 － 100

自己株式の取得による支出 0 －

その他 △4 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △13 392

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △114 11

現金及び現金同等物の期首残高 409 322

現金及び現金同等物の四半期末残高 295 334
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該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成22年３月31日) 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主な製品 

(1) 住関連ライフスタイル商品製造卸売事業 ………生活雑貨、家電、化粧品 

(2) 住関連ライフスタイル商品小売事業 ……………生活雑貨、家電、化粧品 

(3) その他の事業 ………………………………………手数料収入 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成22年３月31日) 

在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成22年３月31日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

(追加情報) 

第１四半期連結累計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

住関連ライフ
スタイル商品
製造卸売事業
(百万円)

住関連ライフ
スタイル商品
小売事業 
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

2,418 1,263 6 3,688 ― 3,688

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,418 1,263 6 3,688 ― 3,688

営業利益(または営業損失) △23 15 △0 △7 ― △7

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

【セグメント情報】
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１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。 

当社グループは、住関連ライフスタイル商品をインテリアショップ等の専門店及びセールスプロモー

ションを行う法人等への製造卸売部門、直営店及びＥコマースによる小売部門の販売チャネルごとに包

括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

従って、当社グループは販売チャネル別のセグメントから構成されており、「住関連ライフスタイル

商品製造卸売事業」、「住関連ライフスタイル商品小売事業」の２つを報告セグメントとしておりま

す。 

「住関連ライフスタイル商品」は、時計や家電などデザイン性の高いインテリア雑貨やオーガニック

化粧品等であります。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年７月１日  至  平成23年３月31日) 

 
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、オフィス・店舗空間のコンセプ

ト・デザインを企画する空間プロデュース事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益または損失の調整額△0百万円は、各報告セグメントに配賦不能の損益(△0百万円)でありま

す。 

３ セグメント利益または損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年７月１日 至 平成23年３月31日) 

当社は、平成22年９月30日付で、エレコム株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。こ

の結果、当第３四半期連結累計期間において資本金及び資本準備金が50百万円それぞれ増加し、当第

３四半期連結累計期間末において資本金が300百万円、資本剰余金が238百万円となっております。 

  

報告セグメント
その他
(百万円) 
(注)１

調整額 
(百万円) 
(注)２

四半期連結損
益計算書計上

額 
(百万円) 
(注)３

住関連ライフ
スタイル商品
製造卸売事業 
(百万円)

住関連ライフ
スタイル商品
小売事業 
(百万円)

計
(百万円)

売上高

  外部顧客への売上高 2,320 1,473 3,794 16 ― 3,811

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,320 1,473 3,794 16 ― 3,811

セグメント利益または損失
(△)

△79 69 △10 ― △0 △10

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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